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特定ラジオマイクの陸上移動局の無線設備 

SPECIFID RADIO-MICROPHONE 
FOR LAND MOBILE RADIO STATION 

 

標 準 規 格 
ARIB STANDARD 

 
ＲＣＲ ＳＴＤ-２２ 3.1版 

 
                             平成  ２年 ５月１７日    策  定 
                             平成  ６年   ２月２８日   1.1 改定 
                             平成 １２年 ７月２５日      2.0 改定 
                             平成 １７年１１月３０日      2.1 改定 
                             平成 ２１年   ３月１８日    3.0 改定 
                             平成 ２５年 ７月 ３日   3.1 改定 

 

一般社団法人 電 波 産 業 会 
Association of Radio Industries and Businesses 
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ARIB技術資料のご案内ページより 
ダウンロードが可能です。 

http://www.arib.or.jp/ 
 

新たなる特定ラジオマイクの 
基本となる技術資料 

標準規格 
ARIB STD-T112  
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・ 地上波デジタル放送の隙間の活用 
  （  TVﾎﾜｲﾄｽﾍﾟｰｽとは地上デジタル放送波の運用帯域 
          の隙間をいう  ） 
 
・ 総務省が認めた 特定ラジオマイク ホワイトスペースチャ 
      ンネルリストに各施設の使用可能なTVチャンネルが○印で 
      表示されています。 
 

 
 
 
 
 

周波数資源の活用について  
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［アナログ特定ラジオマイク］ ホワイトスペースチャンネルリスト 【留意事項】 
■このチャンネルリストは、TVホワイトスペース帯（470MHz～710MHz）において、アナログ特定ラジオマイク※の
各運用地点（使用施設）で使用可能なチャンネル（周波数）を表したものです。 
■各運用地点において、周辺の地上デジタルテレビジョン放送（以下「地デジ」という。）の受信に干渉を与える
恐れが少ないことが計算により確認されたチャンネルを使用可能チャンネルとして「○」で表示しています。 
■各施設等で適用される範囲は、当該施設等の構内（敷地内）とし、敷地外等の周辺は含みません。 
■使用可能なチャンネルは、区分で屋内の場合は適用エリアに記されている場所での使用※、屋外の場合は
特に適用エリアが指定されていない場合は地上（ＧＬ）での使用において適用されるもので、それ以外の場所や
高さでは別途検討が必要です。※ 適用エリア以外であっても、当該施設内において遮蔽損失の実測場所と同

等以上の遮蔽損失が見込める構造である場所、かつ、遮蔽損失の実測場所と同一階又は低い階の場所は、
適用エリアの使用可能チャンネルを適用することができます。また、屋内の1階エリアにおいては、屋外の使用
可能チャンネルを適用することができます。 
■今後、新たな地デジ用中継局の設置や周波数の変更等により、使用可能なチャンネルに変更が生じる場合
があります。 
■ 「○」が表示されている使用可能チャンネルであっても、想定外の電波伝搬や地理的条件で地デジの受信
電界強度が弱い状況で受信している地域がある等により地デジの受信に影響が生じる場合があります。 
※送信出力１０mＷで算出 

［デジタル特定ラジオマイク］ ホワイトスペースチャンネルリスト 【留意事項】 
赤字部分を以下に読替えます。 
 
  アナログ特定ラジオマイク → デジタル特定ラジオマイク 
  ※送信出力１０ｍWで算出  → ※送信出力５０ｍWで算出  

チャンネルリストの留意事項 
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移動範囲 
特ラ機構では 
「全国」の場合、移動局 
「免許人の業務区域内」 
の場合、固定局として扱
かっています。 

無線局免許状 
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無線局免許状別紙 （免許状の裏面） 



・ TVﾎﾜｲﾄｽﾍﾟｰｽ帯や1.2GHz帯での問題を相談したり新

たなるシステムなどと円滑な運用を行うために、TVﾎﾜｲﾄ
ｽﾍﾟｰｽ等利用ｼｽﾃﾑ運用調整協議会が 設立されました。 

 
∗ 会長   森川博之 東京大学先端科学技術センター教授 
∗ 副会長 高田潤一 東京工業大学大学院理工学研究科教授 
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周波数資源の活用 
（  協議会とは？ ） 
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 ホワイトスペースを利用するシステム間の運用調整のためのデータベース
とともに、７００ＭＨｚ帯から周波数移行する特定ラジオマイク、ＦＰＵの
運用調整のためのデータベースを統合した１つのデータベースとして構築 
【運用調整の対象】 
 ・ 特定ラジオマイク 
 ・ エリア放送 
 ・ ＦＰＵ 
 ・ 今後利用される新たなＴＶホワイトスペース利用システム 
【対象周波数帯】 
 ・ ＴＶホワイトスペース（４７０ＭＨｚ～７１０ＭＨｚ） 
 ・ ７１０ＭＨｚ～７１４ＭＨｚ 
 ・ １．２ＧＨｚ帯、２．３ＧＨｚ帯 
 
【構築費用について】 
 特定ラジオマイクならびにFPUの周波数移行にあたり、関係する無線局免
許人が新周波数帯において円滑な運用調整を実施できるようにするために 
必要な新周波数に対応した新たな特定ラジオマイク等の運用調整システムの
構築費用として、統合データベース構築費用やその他諸費用なども 
一般社団法人700MHz利用推進協会に負担して頂いた。 

 

統合データベースの概要 
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 １、 開発の基本コンセプトは特ラ機構（特ラ連）のFPU 1ch～4chを対象とした運用調整 
   システムをベースに構築。 
 
 ２、 システム構築費用は特定ラジオマイク（音響業務用・放送業務用）の免許人に対する 
    補償費用であるとの考え方を基本として、一般社団法人700MHｚ利用推進協会 
   （株式会社ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ株式会社、ワイモバイル株式会社、 ）にご負担頂いた。 
 
 ３、 システムが対象とする周波数帯域は、 
    1) ホワイトスペース：WS 470～710MHz（地上デジタルテレビジョンの空きスペース） 
    2) 特定ラジオマイク専用帯域（710～714MHz） 
    3) 特定ラジオマイクおよびFPU（特定ラジオマイク 1,240～1,260MHz  FPU 1,240～1,300MHz) 
    4) FPU専用帯域（2.3GHz) 
                            
 ４、 システムの利用者は、 
    1) FPUを運用する放送事業者 
    2) 特定ラジオマイクの運用者（音響業務用・放送業務用） 
    3) エリア放送運用者、 
    4) 新たにWSを利用する者 
    

運用調整システム 
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 ５、 システム利用者に対しての運用調整データの送受信はメールおよびFAXとする。 
 
 ６、 データサーバーはクラウドコンピューターを利用する。 
 
 ７、 平成25年９月にリンク情報システム株式会社に「統合データベース」として開発を発注し 
    平成26年５月末より本番環境としてテスト運用開始する。 
 
 ８、 このシステムは今後、約１年をかけてプログラムの妥当性をチェックし、その後の 
    ブラッシュアップにより、完成度の高い運用連絡調整システムとする。その間、 
    特ラ機構および放送局を中心にシステム運用を行い、データの蓄積をはかる。 
    
 ９、特ラ機構の会員が直接的にこの運用調整システムに参加できるよう、特ラ機構の運営する 
   「システム運用認定制度」を検討中。 
 
 

運用調整システム 
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ネットワーク構成 

特ラ機構 

協議会事務局 

保守運営会社（LIS) 

放送事業者 

特ラ機構会員 

エリア放送免許人 

データセンター 

インターネット 
SSL通信 

プロキシ
サーバー 

インターネット
VPN 
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      周波数   運用形態    利用時のチャンネル選択 

            470 ~ 710MHz  
（ TV ホワイトスペース 帯 ） 

    固定型 
    可搬型 

チャンネルリストに基づいた指定周波数の中
から選択 

 

        710 ~ 711MHz 
  (  1MHz ガードバンド ) 

          固定型 
    可搬型 
           

チャンネルリストにおいて52chが使用可能と
認められた地点で運用可能 

 
        711 ~ 714MHz 
 （ 特定ラジオマイク専用波 ） 

 

 
    移動型 
          可搬型 

割り当て周波数の中から自由に選択 
 
（ 使用本数、使用環境、近接使用者に 
                  配慮が必要 ） 

                 
         1.2GHz 

        移動型 
        可搬型 
   固定型 

割り当て周波数の中から自由に選択 
（ FPUとの共用、各種レーダーなどの 
              影響も考慮が必要 ） 

新たなる周波数帯と各帯域に於ける 
ニーズと運用形態について 
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チャンネルリスト１ 

コード アナ／デジ 屋内外 住所 施設名 適用ｴﾘｱ 
13-0001 a (Analog) 1(屋内） 東京都千代田区丸の内1-1-1 パレスホテル 葵 
13-0001 a (Analog) 2（屋外） 東京都千代田区丸の内1-1-1 パレスホテル   
13-0001 d (Digital) 1(屋内） 東京都千代田区丸の内1-1-1 パレスホテル 葵 
13-0001 d (Digital) 2（屋外） 東京都千代田区丸の内1-1-1 パレスホテル   

緯度 経度 使用可能CH 
35/42/06.000 139/24/47.600 13,14,35,36,37,38,39,40,41,42,43,44 
35/42/06.000 139/24/47.600 35,36,37,38,39,40,41,42,43,44,45,46,47,48,49,50,51,52 
35/42/06.000 139/24/47.600 13,14,35,36,37,38,39,40,41,42,43,44 
35/42/06.000 139/24/47.600 13,35,36,37,38,39,40,41,42,43,44 

ch
13 

ch
14 

ch
15 

ch
16 

ch
17 

ch
18 

ch
19 

ch
20 

ch
21 

ch
22 

ch
23 

ch
24 

ch
25 

ch
26 

ch
27 

ch
28 

ch
29 

ch
30 

ch
31 

ch
32 

ch
33 

ch
34 

ch
35 

ch
36 

ch
37 

ch
38 

ch
39 

ch
40 

ch
41 

ch
42 

ch
43 

ch
44 

ch
45 

ch
46 

ch
47 

ch
48 

ch
49 

ch
50 

ch
51 

ch
52 

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

※データベースの中では、使用可能CHはカンマ区切りのCSV形式のCH指定となり、 
  配列の○印は”1” ○印の無いチャンネルは”0”となっている。 

総務省 チャネルリスト（５月23日） 

パレスホテ
ル 区分 適用 

エリア 

チャネル 
備考 13c

h 
14c
h 

15c
h 

16c
h 

17c
h 

18c
h 

19c
h 

20
ch 

21c
h 

22
ch 

23
ch 

24
ch 

25
ch 

26
ch 

27
ch 

28
ch 

29
ch 

30
ch 

31c
h 

32
ch 

33
ch 

34
ch 

35
ch 

36
ch 

37
ch 

38
ch 

39
ch 

40
ch 

41c
h 

42
ch 

43
ch 

44
ch 

45
ch 

46
ch 

47
ch 

48
ch 

49
ch 

50
ch 

51c
h 

52ch 

Analog 
屋外                                               ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
屋内 葵 ○ ○                                         ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                   

Digital 
屋外   ○                                           ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                   
屋内 葵 ○ ○                                         ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                   
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チャンネルリスト２ 

チャンネルリスト詳細画面（左）と緯度・経度を取得するための地図画面（右） 

※隣接chが使用不可の場合、 
     ガードバンドが必要 

1MHz 4MHz 1MHz 

            

            

6MHz 
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システムのマイク 

１、TVWS（ホワイトスペース：470～710MHz TV-CH 13～52ch） ⇒CH-LIST 
 
２、710～711MHz (TV-CH 52ch可 ） ⇒CH-LIST 
 
３、711～714MHz ⇒特定ラジオマイク専用帯 
 
４、1.2GHz（1,240～1,260MHz  但し、1,252～1,253MHzは除く） 
 
５、FPU（FL:1,240～1,260MHz FH:1,260～1,300MHz） 
 
  ※製品として出力が40mWのRMもありますが、50mWとして扱う。 
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１、運用連絡票のダウンロード 
  特定ラジオマイク運用調整機構のホームページ （ http:www.radiomic.org/）から 

770-806MHz帯（FPU1-4帯） 
の連絡票はこちらです。 

新周波数帯 
 （WS、専用帯、1.2G） 
の連絡票はここからダウン
ロードできます。 
サンプルファイルでの連絡 
はご遠慮ください。 



運用連絡票 (一社)特定ラジオマイク運用調整機構 
Fax  03-5273-9808 日付 2014/11/28 

e-mail rm_unyo@radiomic.org 

発信人 会員番号 030 - 9999 名称 特ラ株式会社 ○ 新規 

  部署 RM運用部 担当者 田中太郎 Tel 03-1234-5678   変更 

e-mail abcd@xyz.co.jp Fax 03-1234-5679   キャンセル 

催事名 サンプルの記入 

備 考 この欄は連絡にお使いください。 

    

使用マイク   TV WS   710-711   711-714   1.2G 

(mW)   10mW 20mW 50mW   10mW 20mW 50mW   10mW 20mW 50mW   10mW 20mW 50mW 

アナログRM   2 -- --     -- --     -- --         

 〃  EM   2 -- --     -- --     -- --         

デジタルRM               2       2       2 

 〃  EM                                 

                

使用チャンネル WS 34,35,40,42 1.2Ｇ L,M 

  

1 屋内外 屋内 日時 2014/4/1 ～ 2014/4/3 時間 8:00 ～ 21:00 連続使用   

使用場所 〒 162-0011 住所 東京都 新宿区原町３－１４－５２ 

施設名 イベント用施設 

現地担当 Name 上田一夫 現地担当者にも知らせる ○   Tel 090-8888-6666 

        e-mail efgh@xyz.co.jp Fax 03-1234-5679 
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運用連絡票 (一社)特定ラジオマイク運用調整機構 
Fax  03-5273-9808 日付 2015/2/2 

e-mail rm_unyo@radiomic.org 

発信人 会員番号 ０３０ - ００００  名称  ○○ Sound ○ 新規 

  部署  PA部 担当者  ☆ ☆ ☆ Tel 03-0000-1234    変更 

e-mail  tokura-sound.○○.jp Fax 
03-0000-4567 

  
  キャンセル 

催事名  ○○ツアー ２０１５ 

備 考   

    

1 屋内外 屋内 日時 2015/02/09  ～ 2015/02/11  時間  00:00 ～  23:59 連続使用 ○  

使用場所 〒  101-・・・・ 住所 東京都   港区 ● ● 1 - 15 

施設名  ● ○ スタジオ 階数 Ｂ２Ｆ  

現地担当 Name  ☆ ☆ ☆ 現地担当者にも知らせる ○   Tel 090-○○ｘｘ-1234 

        e-mail  ☆☆-sound.○○.jp Fax 03-0000-4567  

使用マイク-1 A/D Ｄ RM/EM RM 出力(mW) 10 局数  10 Ch 40,42，    

使用マイク-2 A/D Ａ RM/EM EM 出力(mW) 10 局数  2 Ch 37,    

    

2 屋内外 屋内 日時 2015/02/10  ～ 2015/02/11  時間  20:00 ～  22:30 連続使用 ○  

使用場所 〒  102-0091 住所 東京都   千代田区北の丸公園 ２－３ 

施設名  日本武道館 階数 アリーナ 

現地担当 Name  ☆ ☆ ☆ 現地担当者にも知らせる ○   Tel 090-○○ｘｘ-1234 
  

        e-mail  ☆☆-sound.○○.jp 
 

Fax   

使用マイク-1 A/D Ｄ RM/EM RM 出力(mW) 10 局数  10 Ch 40，42，   

使用マイク-2 A/D Ａ RM/EM EM 出力(mW) 10 局数  2 Ch 37，   



運用調整連絡票の解説 
１ ホワイトスペース(WS)について 
  1) テレビチャンネル 13ch～52ch を言います。 
  2) 総務省発行のチャンネルリストに記載された場所と使用可能チャンネルに従います。  
  3) アナログタイプの場合は10mWのみ使用可能です。 
  4) 使用を希望するチャンネルの入力方法はチャンネルをカンマ区切りで横書きにします。  
 
 ２  710MHz～714MHz（53ｃｈ）について 
  1) 710～711MHzはテレビ放送のガードバンドです。チャンネルリストの52chが使用可能 な場合、 
    この1MHzを使用できます。 
  2) 711～714MHzはラジオマイクの専用波です。免許地域内のどこでも使用が可能です。  
  3) アナログタイプの場合は10mWのみ使用可能です。  
 
３ 1.2GHzについて  
  1)  FPUとの共用波です。 （ 運用として、1240~1243MHz 、3MHz幅はラジオマイク優先を優先 ） 
  2) アナログ、デジタルとも50mWまでの使用が可能です。  
  3) チャンネルの区分として、L (1240～1246MHz)、M (1246～1252MHz)、H (1253～1260MHz) とします。  
  4）使用チヤンネルが未定の場合には L (1240～1246MHz)をご記入ください。 
  4) 1252～1253MHzは小電力無線の帯域となっており使用できません。  
 
４ 運用調整の依頼について 
  1) 基本的にメールかFaxにより発信人の担当者に連絡します。どちらを選択するかは会員登録時に 
     行います。  
  2) 現地担当者にもメールかFaxで連絡することができます。    
    a, 「現地担当者にも知らせる」を選択した場合 
      メールアドレスがあればメールで、メールアドレスが無くFaxに記載がある場合はFaxでお知らせします。  
    b.「現地担当者にも知らせる」を選択した場合 
     運用連絡担当者宛の連絡となります。 
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システムの離隔距離と運用調整距離（WS & 710MHz) 
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システムの離隔距離と運用調整距離（1.2GHz) 
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施設マスターと移動範囲の指定 

特ラ機構の固定会員およびチャンネルリストに指定された場所以外でRMを運用す

る場合、施設マスターに緯度・経度を登録する。移動範囲の指定は、あるポイントを
中心に半径を指定して、送信機の移動に対応する。例えば駅の周辺を取材する場
合などに用いる。   
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簡易コースの入力 

簡易コースはRM送信機の移動コースを地図上にプロットし、他のRMとの干渉の 
有無を判定する。 
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駅伝・マラソン コースについて 

FPUの移動コースをプロットし、コースに沿ってRMとの干渉の有無を判定する。 
主な催事は箱根駅伝、東京マラソンなど。 
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No. 免許人の名称（事業者名） TS名 (注参照） 送信ch セグメント 送信設備設置場所 業務区域 

1 三沢市 三沢市エリア放送 33ch ワンセグ 青森県三沢市   

2 葛巻町 葛巻エリア放送 32ch ワンセグ 岩手県岩手郡葛巻町   

3 大槌町 小槌川監視エリア放送 49ch フルセグ 岩手県上閉伊郡大槌町   

4 独立行政法人国立高等専門学校機構  仙台高専広瀬エリア 28ch フルセグ 宮城県仙台市青葉区   

5 （学）専修大学 石巻専修大学 石巻専修大エリア放送 31ch ワンセグ 宮城県石巻市   

6 岳温泉観光協会 あだたらエリア放送 49ch フルセグ 福島県二本松市   

7 南相馬市 南相馬市エリア放送 52ch フルセグ 福島県南相馬市鹿島区、原町区   

8 国立大学法人 筑波技術大学 筑波技大エリア放送 45ch ワンセグ 茨城県つくば市 「筑波技術大学 産業技術学部構内」 

9 公益財団法人 埼玉県公園緑地協会 埼スタエリア放送 37ch ワンセグ 埼玉県さいたま市緑区 「埼玉スタジアム2002周辺」 

10 東京ワンセグ(株) 秋葉原中央通りエリア放送 14ch ワンセグ 東京都千代田区 「外神田四丁目 ツクモ電気eX．周辺」 

11 東京ワンセグ(株) 秋葉原駅前エリア放送 14ch ワンセグ 東京都千代田区 「外神田四丁目 秋葉原UDX周辺」 

12 国立大学法人 電気通信大学 電通大調布エリア放送 30ch ワンセグ 東京都調布市 「電気通信大学構内」 

13 国立大学法人 電気通信大学 電通大三鷹エリア放送 30ch ワンセグ 東京都三鷹市 「三鷹駅周辺」 

14 （株）東京ビッグサイト 国際展示場エリア放送 35ch フルセグ 東京都江東区 

「有明三丁目 東京ビッグサイト構内」 
・コンコースエリア放送 
・ガレリアエリア放送 
・イーストプロムナードエリア放送 

エリア放送一覧 （一般財団法人電波技術協会および総務省総合通信局より） 
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お手元の添付資料をご覧ください。 
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［アナログ特定ラジオマイク］ ホワイトスペースチャンネルリスト 【留意事項】 
■このチャンネルリストは、TVホワイトスペース帯（470MHz～710MHz）において、アナログ特定ラジオマイク※の
各運用地点（使用施設）で使用可能なチャンネル（周波数）を表したものです。 
■各運用地点において、周辺の地上デジタルテレビジョン放送（以下「地デジ」という。）の受信に干渉を与える
恐れが少ないことが計算により確認されたチャンネルを使用可能チャンネルとして「○」で表示しています。 
■各施設等で適用される範囲は、当該施設等の構内（敷地内）とし、敷地外等の周辺は含みません。 
■使用可能なチャンネルは、区分で屋内の場合は適用エリアに記されている場所での使用※、屋外の場合は
特に適用エリアが指定されていない場合は地上（ＧＬ）での使用において適用されるもので、それ以外の場所や
高さでは別途検討が必要です。※ 適用エリア以外であっても、当該施設内において遮蔽損失の実測場所と同

等以上の遮蔽損失が見込める構造である場所、かつ、遮蔽損失の実測場所と同一階又は低い階の場所は、
適用エリアの使用可能チャンネルを適用することができます。また、屋内の1階エリアにおいては、屋外の使用
可能チャンネルを適用することができます。 
■今後、新たな地デジ用中継局の設置や周波数の変更等により、使用可能なチャンネルに変更が生じる場合
があります。 
■ 「○」が表示されている使用可能チャンネルであっても、想定外の電波伝搬や地理的条件で地デジの受信
電界強度が弱い状況で受信している地域がある等により地デジの受信に影響が生じる場合があります。 
※送信出力１０mＷで算出 

［デジタル特定ラジオマイク］ ホワイトスペースチャンネルリスト 【留意事項】 
赤字部分を以下に読替えます。 
 
  アナログ特定ラジオマイク → デジタル特定ラジオマイク 
  ※送信出力１０ｍWで算出  → ※送信出力５０ｍWで算出  

チャンネルリストの留意事項 
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http://www.d-laboweb.jp/space/midtown/より 

特ラ機構 会員 
 030-0475 ザ・リッツ・カールトン東京 45F 
 030-0624 株式会社 ｍｍｂｉ 38F 
 030-0481 株式会社 ＵＳＥＮ 33F 

ミッドタウン タワー（ミッドタウンカンファレンス 3F） 
ミッドタウン イースト（ミッドタウンホールB1F) 
ミッドタウン ウエスト 
ガレリア 
パークレジデンス 
ガーデンテラス 
ミッドタウン ガーデン 
プラザ 

大規模商業施設（例：東京ミッドタウン） 

http://www.d-laboweb.jp/space/midtown/


東京ミッドタウンのチャンネルリスト 上段：アナログ 下段：デジタル 1/19版 

東京ミッドタウン ガレリア 屋外 ガーデンテラス 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                         ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                 

  ○                                         ○     ○   ○                         

東京ミッドタウン ガレリア 屋内 アトリウム                                                 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                 

  ○                                       ○ ○   ○ ○   ○   ○                     

東京ミッドタウン ミッドタウン・イースト 屋内 Hall A                                                 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                 

  ○                                       ○ ○   ○ ○   ○   ○                     

東京ミッドタウン ミッドタウン・イースト 屋内 1Fフロア                                                 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                 

  ○                                         ○     ○   ○                         

東京ミッドタウン ミッドタウン・タワー 屋内 Conference Room1                                                 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                         ○ ○   ○   ○ ○ ○ ○ ○                 

                                            ○     ○                             

東京ミッドタウン ミッドタウン・タワー 屋内 5F会議室                                                 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                         ○ ○   ○   ○ ○ ○ ○ ○                 

                                            ○     ○                             

リッツカールトンホテル 屋外                                                   
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                 

○ ○                                         ○   ○ ○     ○     ○                 

リッツカールトンホテル 屋内 グランドボールルーム                                                 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                 

○ ○                                         ○   ○ ○     ○     ○                 

ｎｏｔｔｖスタジオ（ｍｍｂｉ） 屋内 スタジオ                                                 
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

  ○                                         ○     ○                             

  ○                                         ○     ○                             

ミッドタウン・ウエスト 屋内 ２０１会議室                                                   
13ch 14ch 15ch 16ch 17ch 18ch 19ch 20ch 21ch 22ch 23ch 24ch 25ch 26ch 27ch 28ch 29ch 30ch 31ch 32ch 33ch 34ch 35ch 36ch 37ch 38ch 39ch 40ch 41ch 42ch 43ch 44ch 45ch 46ch 47ch 48ch 49ch 50ch 51ch 52ch 

○ ○                                       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○                 

  ○                                         ○     ○   ○                         



展示会などの多チャンネル運用時の基準について 
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∗ TVﾎﾜｲﾄスペース帯 or  TVﾎﾜｲﾄスペース帯+( 710~714MHz ) 
∗ 1.2GHz帯 （ L 6MHz, M 6MHz, H 7MHz ) 
∗ ワイヤレスマイク or  イヤモニター 
∗ デジタル方式 or  アナログ方式 
∗ 空中線電力の違い （ 10mW or 20mW or 50mW ) 
∗ 占有周波数帯域幅 ( 110,160,200,250,288,330KHz 等々 ) 
∗ 周波数間隔（ 25KHz or 125KHz ステップ ） 
∗ 最少チャンネル間隔 
∗ メーカー間の混信条件 
∗ 受信機の仕様、特性を考慮する 

展示会などの多チャンネル運用時の基準について 
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 Sony Business Solutions Corporation  http://www.sony.jp/pro-audio/spl/digital-w/feature02.html  
34 

３次相互変調ひずみ 
アナログシステムでは大問題・・ 

http://www.sony.jp/pro-audio/spl/digital-w/feature02.html


メーカー 方式 機種名 占有周波
数帯域幅 

チャンネル
間隔 

出力 
 

SHURE アナログ UHF-R 110KHz 25KHz 10mW 
SHURE アナログ PSM1000 

(イヤモニ） 
250ＫHz 25KHz 10mW 

SHURE デジタル ULX-D 288KHz 25KHz 20mW 
ｾﾞﾝﾊｲｻﾞｰ アナログ 5000 ｼﾘｰｽﾞ 110KHz 25KHz 10mW 
ｾﾞﾝﾊｲｻﾞｰ デジタル D9000 176KHz 25KHz 50mW 
ソニー デジタル DMX ｼﾘｰｽﾞ 288KHz 25KHz 50mW 
ﾚｸﾛﾄｿﾆｯｸ アナログ HH ｼﾘｰｽﾞ 160KHz 100KHz 10mW 
beyerdyn
amic 

デジタル TG1000 200KHz 25KHz 22mW 

機種別の特徴 
(  TVホワイトスペース帯 ） 
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早め々の運用申請をお願い致します 
各施設に於ける周波数環境の事前確認と隣接する無線
局へのご配慮をお願いします 
 
∗ 送信機の出力切り替え 
∗ 受信アンテナへのATT挿入 
∗ 指向性アンテナの活用など 
 
混信やノイズ等の問題がありましたら、特ラ機構まで 
お知らせください。 

 
 

 

展示会などの多チャンネル運用時の基準について 
( 従来通り ５社以上 ２０本以上 ） 

委任状をお預かりし、周波数の振り分けを行います 
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「ルールを守って、クリアな運用」 
これからも、よろしくお願い致します。 

 
 
 
 
 

一般社団法人特定ラジオマイク運用調整機構 
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